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18　細胞イメージ分析装置による前立腺ラテン
　　ト癌の核内DNA量測定
　　一癌体積・組織特性との関係について一
（泌尿器科学）秋山昭人，山本真也，
栃本真人，小川正至，鉾石文彦，高嶋力弥，
伊藤貴章，三木　誠
【目的】前立腺癌においては，フローサイトメトリーに
よるDNA　ploidyと臨床病期，あるいは予後とがよく相
関することが知られている。しかし，その測定にあたっ
てはある一定量以上の多数の細胞を必要とすることや正
常細胞の混入などの点から，特にstage　Aなどの微小
病変においては核内DNA量と組織特性との関係はあま
り知られていない。我々はその大部分がstage　Aに相
当するものと推測される前立腺ラテント癌を対象として，
まず各病巣ごとの癌体積を測定し，それぞれの病巣につい
て最近開発された細胞イメージ分析装置を使用し，組織
切片上におけるラテント癌組織の核内DNA量の測定と
組織特性との比較検討を試みた。
【方法】1984年1月から現在まで，我々の教室におけ
るスクリーニングで得られた前立腺ラテント癌58例，74
病巣について細胞イメージ分析装置（CAS200R）に
より切片上で核内DNA量を測定し，癌体積および組織
特性（組織分化度，クリスタロイドの有無）などについ
て比較検討を行った。
【結果・考察】核内DNA量測定におけるDNAploidy
の検討では，フローサイトメトリー（平均10～15％）と
比較して高率にnon－diploid　cellの出現が認められ
た。non　一　diploid　cell出現の割合は癌体積の増加と
ともに上昇する傾向があり，体積が100㎡未満の微小
癌におけるnon－diploid　cell病変の出現率は14％で，
100㎡以上の群（32％）　との間に有意な差が認められ
た。臨床的にはstage　A癌の再発率は15％前後といわ
れており，100㎡未満の微小癌におけるnon－diploid
病変の出現頻度とほぼ一致する結果となった。フローサ
イトメトリーを中心とする従来の方法ではこのような微
小病変についての検討はほとんどなされておらず，本法
が今後stage　Aを中心とする前立腺微小癌において，
治療法の選択や予後判定などについて重要なパラメータ
ーとなる可能性が示唆された。
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　ヒト舌癌におけるp53遺伝子産物の発現に関す
　る免疫組織化学的検討
（口腔外科）
○小野健児、金子忠良、渡辺裕之、
　里見貴史、山野精一、水野智之、
　川戸二三江、成田令博、内田安信
（病理学第二）
　海老原善郎
【目的】癌抑制遺伝子p53は、現在きわめて多く
のヒト悪性腫瘍で最も高頻度に変異を示す遺伝子
として注目されている。しかしながら、ヒト悪性
腫瘍における多段階発癌の過程において、p53遺伝
子の変異ならびにその産物がどのような意義をも
っかは現在まだよくわかっていない。今回われわ
れは、口腔癌におけるp53遺伝子の関与、ならびに
p53遺伝子産物の過剰発現と、癌の悪性度との関係
を明らかにすることを目的として、ヒト舌癌を対
象に免疫組織化学的に比較検討した。　【対象と方
法】未治療舌癌（扁平上皮癌）70症例を対象とし、
対照として正常舌粘膜12例を用いた。材料は10％
ホルマリン固定パラフィン包埋材料を用いた。観
察項目は分化度（WHO，1971），浸潤様式（山本・小浜，
1981），組織学的悪性度（Jakobsson，1973）である。
免疫組織化学的には、単クローン抗体DO－7，MIBI
を用いSAB法にて、　p53遺伝子産物（p53蛋白）の発
現、Ki－671abeling　indexの検討を行った。　【結
果・考察】1．ヒト舌癌におけるp53蛋白の陽性率
は症例の59％であり、ヒト舌癌におけるp53遺伝子
変異の関与が示唆された。2．Ki－67抗原の発現は
組織学的に悪性度の高い群に高い標識率を示し、
従来から用いられている組織学的悪性度の指標と
生物学的悪性度との相関性を認めた。3．p53蛋白
の過剰発現とKi－67抗原標識率には関連性が認め
られ、p53蛋白陽性症例は癌細胞の細胞周期が促
進し、高い増殖能をもつ傾向にあることが認めら
れた。以上のことから、p53遺伝子変異はヒト舌癌
の多段階発癌にも関与し、またp53遺伝子産物の過
剰発現と腫瘍の悪性度には関連性が認められ，p53
遺伝子の変異は多段階発癌の一過程のみならず癌
の浸潤・増殖能にも深く関与し、癌の悪性度と関
係している可能性が示唆された。
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